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◇
海
幸
・
山
幸
彦
に
ま
つ
わ
る
伝
説 

①
〔
内
之
浦
港
〕
（
鹿
児
島
県
肝
付
町
）
、
火
火
出
見
は
海
神
宮
か
ら
の
帰
途
、
こ
の
港
に
入
っ
た
と
い
う
。 

〔
青
島
神
社
の
冬
祭
〕（
宮
崎
市
青
島
）
、
火
火
出
見
が
海
神
宮
か
ら
青
島
に
帰
還
す
る
と
、
待
ち
わ
び
て
い
た

村
人
た
ち
は
、
服
を
着
る
暇
も
惜
し
ん
で
裸
で
出
迎
え
た
と
い
う
。
こ
の
故
事
に
ち
な
み
、
か
つ
て
は
旧

暦
十
二
月
一
七
日
の
夜
半
か
ら
夜
に
か
け
て
、
近
住
の
男
女
が
素
っ
裸
に
な
っ
て
参
拝
し
て
い
た
。 

〔
潮
嶽
（
う
し
お
た
け
）
神
社
〕（
宮
崎
県
日
南
市
）
、
火
ス
セ
リ
命
（
海
幸
彦
）
を
主
祭
神
と
し
て
祀
る
唯
一
の

神
社
。
山
幸
彦
に
敗
れ
た
火
照
は
、
満
潮
時
に
船
で
た
ど
り
着
い
た
こ
の
地
に
宮
居
を
定
め
た
と
伝
わ
る
。 

②
〔
勿
体
（
も
っ
た
い

）
の
森
〕（
鹿
児
島
県
串
間
市
）
、
海
神
宮
か
ら
戻
っ
た
火
火
出
見
が
、
南
方
に
巡
行
す
る

際
に
利
用
し
た
宮
跡
と
さ
れ
る
。 

〔
串
間
（
く
し
ま
）
神
社
〕（
宮
崎
県
串
間
市
）
、
山
幸
彦
は
猪
・
雉
な
ど
の
多
い
こ
の
地
で
、
狩
に
興
じ
た
と
言

う
。
そ
の
際
、
在
郷
の
人
々
は
獲
物
を
追
い
込
む
た
め
、
櫛
の
歯
の
ご
と
く
柵
を
め
ぐ
ら
せ
て
囲
っ
た
こ
と
で
、

櫛
間
（
串
間
）
の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。 

③
〔
石
体
（
し
ゃ
く
た
い
）
神
社
〕（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）
、
火
火
出
見
が
高
千
穂
宮
を
置
い
た
正
殿
の
跡
に
、
建
て

ら
れ
た
と
い
う
。 

〔
鹿
児
島
神
宮
〕（
霧
島
市
）
、
祭
神
は
、
穂
穂
出
見
尊
と
豊
玉
姫
命
。
社
伝
に
よ
る
と
神
武
天
皇
の
御
世
に
、

穂
穂
出
見
の
宮
殿
が
あ
っ
た
高
千
穂
宮
跡
で
祭
祀
が
始
ま
っ
た
と
伝
わ
る
。
北
西
十
三
㌔
㍍
に
は
、
穂
穂

出
見
の
高
屋
山
陵
が
あ
る
。 

〔
高
屋
山
陵
〕（
霧
島
市
）
、
明
治
政
府
が
火
火
出
見
の
陵
墓
に
指
定
し
、
宮
内
庁
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
霧

島
山
山
麓
の
杉
林
の
中
に
鎮
ま
る
楕
円
形
の
円
墳
で
、
表
面
は
多
数
の
石
で
覆
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。 

④
〔
鰐
塚
山
〕（
宮
崎
市
）
、
山
幸
彦
を
海
神
宮
か
ら
日
向
に
送
り
届
け
た
ワ
ニ
族
集
団
が
、
こ
の
山
に
眠
っ
て
い

る
と
伝
わ
る
。 
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◇
神
武
天
皇
（
磐
余
彦
）
に
ま
つ
わ
る
伝
説 

①
〔
狭
野
（
さ
の
）
〕（
宮
崎
県
都
城
市
、
高
原
町
）、
鵜
戸
で
誕
生
し
た
ウ
草
葺

が
や
ふ
き

不
合

あ

え

ず

は
、
海
神
の
娘
・
玉
依

た
ま
よ
り

姫
（
豊

玉
彦
の
実
娘
）
と
結
婚
し
て
狭
野
に
移
り
住
ん
だ
。
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
狭
野
命
（
磐
余
彦
、
神
日
本
磐
余

彦
天
皇
、
神
武
天
皇
）
は
、
狭
野
神
社
（
高
原
町
）
に
主
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。 

〔
皇
子
原
、
皇
子
峡
・
皇
子
谷
、
皇
子
港
〕、
狭
野
神
社
西
に
広
が
る
皇
子
原
も
、
高
千
穂
峰
に
登
る
途
中
の
景

勝
地
、
皇
子
峡
・
皇
子
谷
も
狭
野
命
の
遊
び
場
だ
っ
た
。
時
に
は
、
山
頂
の
火
山
湖
（
御
池
）
に
船
を
浮
か
べ

て
遊
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
船
着
場
は
、
皇
子
港
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

〔
先
達
神
社
、
駒
宮
神
社
〕、
日
南
市
近
郊
に
は
、
磐
余
彦
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
多
い
。
彼
と
吾
平
津
姫
を
祀
る

先
達
神
社
は
、
愛
馬
・
お
雪
の
伝
説
を
伝
え
、
平
山
の
駒
宮
神
社
も
愛
馬
・
龍
石
を
祭
神
と
し
て
い
る
。 

②
〔
諸
県
舞
（
も
ろ
が
た
ま
い

）〕（
宮
崎
県
高
原
町
）、
狭
野
神
社
や
霧
島
東
神
社
で
は
、
古
式
の
夜
神
楽
舞
が
奉
納

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
舞
は
諸
県
舞
と
呼
ば
れ
、
大
嘗
祭
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
。
日
向
隼
人
と
呼
ば
れ
る
諸
県
隼

人
は
、
薩
摩
隼
人
と
と
も
に
東
征
に
従
軍
し
、
大
和
に
都
が
移
っ
た
後
も
、
宮
殿
警
護
を
受
け
持
っ
た
と
い
う
。 

③
〔
鹿
児
島
神
宮
の
石
体
宮
〕（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）
、
鹿
児
島
神
宮
は
、「
当
宮
の
石
体
宮
こ
そ
、
八
幡
信
仰
の
発

祥
地
」
と
主
張
し
て
一
歩
も
譲
ら
な
い
。
そ
の
石
体
宮
は
、
磐
余
彦
が
東
征
計
画
を
練
っ
た
所
と
さ
れ
、
彼
に

ち
な
む
巨
石
を
御
神
体
と
し
て
祀
る
。 

鹿
児
島
神
宮
の
祭
神
は
、
磐
余
彦
の
祖
父
に
当
た
る
穂
穂
出
見
尊
と
豊
玉
姫
命
。
社
伝
に
よ
る
と
神
武
天

皇
御
世
に
、
穂
穂
出
見
の
宮
殿
が
あ
っ
た
高
千
穂
宮
跡
で
祭
祀
が
始
ま
っ
た
と
伝
わ
る
。 

④
〔
宮
崎
神
宮
〕（
宮
崎
市
）、
神
武
天
皇
が
高
千
穂
宮
を
お
い
た
所
。
そ
の
孫
の
建
磐
竜
が
筑
紫
の
鎮
守
と
な
っ

た
時
、
神
武
天
皇
を
祀
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。 

〔
皇
宮
屋
（
こ
ぐ
や
）
〕（
宮
崎
市
）、
宮
崎
神
宮
西
の
皇
宮
神
社
の
地
。
磐
余
彦
の
宮
居
跡
と
さ
れ
る
。 
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⑤
〔
匠
ケ
河
原
（
た
く
み
が
こ
ら
）
〕
（
宮
崎
県
日
向
市
）
、
美
々
津
の
耳
川
左
岸
に
あ
る
地
名
。
東
征
軍
の
軍
船
を
つ

く
る
た
め
、
多
く
の
船
大
工
が
働
い
た
所
と
さ
れ
る
。 

〔
立
磐
（
た
て
い
わ
）
神
社
〕（
日
向
市
）、
磐
余
彦
が
東
征
の
船
出
に
際
し
て
、
航
海
の
安
全
と
戦
勝
を
祈
願
し
た

所
と
さ
れ
る
。
境
内
に
は
、
磐
余
彦
が
腰
を
か
け
て
休
ん
だ
と
い
う
腰
掛
け
磐
が
あ
る
。 

〔
秋
凧
を
あ
げ
る
行
事
〕
（
日
向
市
）、
東
征
軍
が
美
々
津
を
出
航
す
る
際
、
天
候
や
風
向
き
を
測
る
た
め
に
凧

を
あ
げ
た
と
い
う
。
出
航
日
に
あ
た
る
旧
暦
八
月
一
日
に
ち
な
み
、
秋
凧
を
揚
げ
る
行
事
が
今
も
続
く
。 

〔
起
き
よ
祭
〕（
日
向
市
）
、
旧
暦
八
月
一
日
に
行
わ
れ
る
「
起
き
よ
祭
り
」
は
、
東
征
軍
が
早
暁
に
出
航
す
る

た
め
、
各
戸
を
巡
っ
て
「
起
き
よ
。
起
き
よ
。
お
立
ち
だ
」
と
呼
び
歩
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。 

〔
都
農
（
つ
の
）
神
社
〕（
宮
崎
県
都
農
市
）、
磐
余
彦
が
国
土
平
定
と
戦
勝
を
祈
願
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。 

〔
船
つ
な
ぎ
石
〕（
大
分
県
佐
賀
関
町
若
御
子
鼻
の
岩
、
大
分
市
津
守
碇
山
の
大
岩
）、
磐
余
彦
が
船
を
つ
な
ぎ

止
め
た
岩
と
い
う
。
そ
の
当
時
、
碇
山
の
近
く
ま
で
海
だ
っ
た
と
い
う
。 

⑥
〔
神
武
天
皇
社
〕（
福
岡
県
北
九
州
市
）
、
磐
余
彦
が
岡
田
宮
を
お
い
た
跡
地
に
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
神
社
が

つ
く
ら
れ
た
。 

⑦
〔
高
島
神
社
〕（
岡
山
県
笠
岡
市
）、
笠
岡
諸
島
の
高
島
に
鎮
座
し
て
、
神
武
天
皇
を
祀
る
。
高
島
の
最
高
部
（
標

高
七
七
㍍
）
に
は
、
花
崗
山
が
風
化
し
た
巨
岩
や
人
工
的
に
配
置
し
た
磐
座
が
点
在
し
て
お
り
、
神
武
天
皇
に

ま
つ
わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
る
。
島
の
頂
上
に
、
高
島
行
宮
遺
祉
碑
が
建
つ
。 

〔
高
島
神
社
〕
（
岡
山
市
南
区
）
、
児
島
湾
に
浮
か
ぶ
高
島
の
南
端
に
鎮
座
し
て
、
神
武
天
皇
を
祀
る
。
そ
の
地

に
神
武
天
皇
の
高
島
宮
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。 

〔
高
島
神
社
〕（
岡
山
駅
東
の
高
島
）、
神
社
の
鎮
座
地
が
神
武
天
皇
の
高
島
宮
址
と
さ
れ
、
吉
備
高
島
宮
址
碑

が
建
つ
。 

⑧
〔
安
仁
（
あ
に

）
神
社
〕（
岡
山
市
東
区
）、
祭
神
は
、
神
武
天
皇
の
兄
、
五
瀬
命
・
稲
氷
命
。・
御
毛
沼
命
。
岡
山
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藩
の
祈
願
文
で
は
、
天
照
大
神
。
古
く
は
安
仁
神
社
東
南
の
鶴
山
山
頂
に
鎮
座
し
て
い
た
。
今
、
そ
こ
に
は
綱

掛
石
神
社
が
あ
る
。
社
殿
近
辺
に
は
、
大
岩
や
東
征
軍
が
軍
船
の
と
も
綱
を
か
け
た
と
伝
わ
る
綱
掛
石
が
あ
る
。

こ
の
石
を
中
心
に
し
て
列
石
が
環
状
に
並
び
立
つ
。
往
時
、
神
社
近
く
ま
で
児
島
湾
が
迫
っ
て
い
た
と
い
う
。 

⑨
〔
保
久
良
（
ほ
く
ら
）
神
社
〕（
神
戸
市
東
灘
区
）、
六
甲
山
系
の
金
鳥
山
中
腹
に
鎮
座
し
て
素
戔
嗚
御
魂
を
牛
頭
天

王
と
し
て
祀
り
、
同
時
に
磐
余
彦
と
椎
根
津
彦
の
伝
承
も
伝
え
る
。
神
社
境
内
に
は
本
殿
を
取
り
巻
く
よ
う
に

し
て
、
神
成
石
・
三
交
石
と
呼
ば
れ
る
高
さ
数
㍍
の
巨
石
が
つ
い
最
近
ま
で
立
っ
て
い
た
（
阪
神
大
震
災
で
倒

壊
）。
境
内
か
ら
、
銅
戈
・
お
び
た
だ
し
い
弥
生
式
土
器
・
石
器
が
出
て
き
た
。
調
査
の
結
果
、
巨
石
は
弥
生
人

の
磐
座
と
判
明
し
た
。 

⑩
〔
稲
積
島
〕（
和
歌
山
県
す
さ
み
町
）、
す
さ
み
湾
に
浮
か
ぶ
周
囲
一
㌔
㍍
の
小
島
で
、
東
征
軍
は
こ
こ
で
兵
糧

の
稲
を
積
み
込
ん
だ
と
い
う
。 

〔
那
智
の
滝
〕（
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
）、
磐
余
彦
は
海
上
か
ら
こ
の
滝
が
光
る
の
を
見
て
、
こ
こ
に
上
陸
す

る
決
心
を
固
め
た
と
言
う
。 

〔
熊
野
那
智
大
社
〕（
那
智
勝
浦
町
）、
那
智
の
滝
を
大
己
貴
命
（
大
穴
持
）
と
し
て
祭
る
。
東
征
軍
は
八
咫
烏

の
先
導
で
大
雲
・
小
雲
山
を
越
え
て
十
津
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
大
和
に
向
か
っ
た
と
い
う
。 

〔
二
木
島
ま
つ
り
〕（
三
重
県
熊
野
町
）、
二
木
島
町
の
室む

ろ

古こ

神
社
と
阿あ

古こ

師し

神
社
合
同
の
秋
祭
り
。
笛
や
太
鼓

を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
二
隻
の
船
が
競
走
す
る
の
は
、
東
征
軍
が
賊
軍
を
追
撃
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。 

〔
玉
置
神
社
〕（
奈
良
県
十
津
川
村
）、
東
征
軍
は
玉
置
山
を
越
え
、
十
津
川
村
に
入
っ
た
と
い
う
。
山
上
の
玉

置
神
社
は
、
崇
神
天
皇
時
代
の
創
建
以
来
、
神
武
天
皇
を
祭
っ
て
き
た
。
十
津
川
村
で
は
、
八
咫
烏
の
子
孫
と

考
え
る
人
が
多
い
と
の
こ
と
だ
。 

◇
神
功
皇
后
に
ま
つ
わ
る
伝
説 
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①
〔
笠
掛
け
の
松
〕（
福
岡
県
宮
若
市
四
郎
松
笠
松
）
、
皇
后
が
三
韓
征
伐
に
行
く
途
上
で
こ
の
地
を
通
り
、
松
の

枝
に
笠
を
か
け
た
こ
と
が
地
名
の
由
来
と
言
う
。 

〔
羽
白
熊
鷲
（
は
じ
ろ
く
ま
わ
し
）

退
治
〕（
福
岡
県
甘
木
市
秋
月
）、
皇
后
は
甘
木
の
三
奈
木
の
若
者
た
ち
を
集
め

て
楢
原
に
砦
を
築
き
、
秋
月
に
陣
取
る
羽
白
熊
鷲
を
滅
ぼ
し
た
と
伝
わ
る
。 

〔
老
松
（
お
い
ま
つ
）
神
社
〕（
福
岡
県
甘
木
市
楢
原
）
、
皇
后
が
羽
白
熊
鷲
を
攻
め
る
た
め
、
こ
の
地
に
陣
を
築
い

た
と
い
う
。
こ
の
老
松
の
木
に
鎧
を
か
け
た
こ
と
で
、
こ
の
名
が
つ
い
た
。
境
内
の
高
さ
二
㍍
余
の
石
は
、
皇

后
が
背
比
べ
し
た
石
と
い
う
。 

〔
高
良
（
こ
う
ら
）
大
社
の
背
く
ら
べ
石
〕（
福
岡
県
久
留
米
市
）
、
大
社
参
道
口
に
あ
る
一
・
五
㍍
の
石
は
、
皇
后

が
背
比
べ
し
た
石
と
い
う
。 

〔
腰
か
け
石
〕（
福
岡
県
糸
島
市
の
八
幡
宮
鎮
懐
石
）
、
皇
后
が
腰
を
か
け
た
石
で
あ
る
と
い
う
。 

〔
鏡
神
社
〕（
佐
賀
県
唐
津
市
）
、
祭
神
は
、
神
功
皇
后
。
神
功
は
松
浦
山
山
頂
で
宝
鏡
を
埋
め
、
戦
勝
祈
願
し

た
と
さ
れ
る
。 

〔
あ
や
杉
〕（
福
岡
市
東
区
香
椎
宮
門
前
の
老
杉
）
、
皇
后
が
三
韓
征
伐
か
ら
凱
旋
し
た
折
、
使
用
し
て
い
た
剣
・

鉾
・
杖
を
埋
め
て
そ
こ
に
杉
枝
を
さ
す
と
、
根
付
い
た
と
い
う
。 

②
〔
宇
美
（
う
み
）

八
幡
宮
〕（
福
岡
県
宇
美
市
）
、
皇
后
が
三
韓
征
伐
か
ら
凱
旋
し
て
応
神
を
生
む
こ
と
で
、
宇
美

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
社
前
の
二
本
の
大
樟
は
、
皇
后
に
由
来
す
る
。 

③
〔
唐
子
踊
り
〕（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）
、
皇
后
が
三
韓
征
伐
の
帰
途
、
朝
鮮
か
ら
連
れ
帰
っ
た
人
た
ち
に
踊
ら
せ

た
こ
と
に
始
ま
る
と
言
う
。 

④
〔
住
吉
大
社
の
お
田
植
え
神
事
〕
（
大
阪
市
住
吉
区
）
、
皇
后
が
三
韓
征
伐
か
ら
凱
旋
し
て
住
吉
大
社
を
祀
っ
た

際
、
采
女
に
神
殿
の
田
植
え
を
さ
せ
た
と
伝
わ
る
。 

◇
日
本
武
尊
に
ま
つ
わ
る
伝
説 
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①
〔
焼
津
神
社
〕
（
静
岡
県
焼
津
市
）、
日
本
武
尊
は
土
地
の
国
造
の
陰
謀
に
は
ま
っ
て
狩
猟
中
の
野
原
に
火
を

放
た
れ
、
焼
き
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
で
も
、
大
火
に
至
ら
ぬ
よ
う
に
と
天
叢
雲
剣
で
必
死
に
枯
れ
草
を

な
ぎ
払
っ
て
い
た
と
伝
わ
る
。
御
神
体
は
火
石
と
水
石
。
配
神
は
、
日
本
武
尊
と
吉
備
武
彦
命
ら
重
臣
。 

②
〔
日
本
平
（
に
ほ
ん
だ
い
ら
）
〕（
静
岡
市
清
水
区
・
駿
河
区
）、
日
本
武
尊
は
、
こ
の
あ
た
り
の
小
高
い
丘
に
登
っ

て
周
り
の
平
原
を
見
渡
し
た
。
こ
れ
を
見
た
人
々
は
、
こ
の
平
原
を
「
日
本
平
」
と
名
付
け
た
と
い
う
。 

③
『
常
陸
国
風
土
記
』
、
「
倭

や
ま
と

武
た
け
る

の
天
皇
、
東

あ
づ
ま

の
夷

え
み
し

の
国
に
巡
狩

め
ぐ

り
て
、
新
治

に
い
は
り

の
県

あ
が
た

に
幸
過

い
で
ま

し
し
に
、
」 

「
信し

太だ

郡
」
、
「
倭
武
の
天
皇
、
海
辺
に
巡
幸
し
て
、
乗の

り

浜は
ま

に
行
き
至
り
ま
し
き
。
浜
浦

は
ま

の
上

ほ
と
り

に
多
く
の
海

苔
を
乾ほ

せ
り
き
。
是
に
よ
り
て
能の

里り

波は

麻ま

の
村
と
名
づ
く
」 

「
多
珂
郡
」
、
「
倭
武
の
天
皇
、
野
に
幸

い
で
ま

し
て
、
橘
の
皇お

お

后
き
さ
き

を
遣
し
て
、
海
に
臨の

ぞ

み
て
漁

す
な
ど

ら
し
め
、
獲
物

の
利さ

ち

を
相
競

き
そ

わ
む
と
、
別わ

き
て
山
と
海
の
物
を
探
り
た
ま
い
き
」
、 

「
郡
の
南
三
十
里
に
、
藻め

島
の
駅
家

う
ま
や

あ
り
。・
・
倭
武
の
天
皇
、
舟
に
乗
り
海
に
浮
び
て
、
島
の
磯
を
御
覧

み
そ
な
わ

し
た
ま
い
し
に
、
種
々
の
海
藻

め

、
多さ

わ

に
生お

い
繁
れ
り
。
因よ

り
て
名
づ
く
」 

④
〔
熱
田
神
宮
〕（
名
古
屋
市
熱
田
区
）、
主
祭
神
は
熱
田
大
神
。
草
薙
剣
（
天
叢
雲
剣
）
を
ご
神
体
と
す
る
。
相

殿
の
神
は
、
天
照
大
神
、
素
戔
嗚
、
日
本
武
尊
、
宮
ス
姫
、
宮
ス
姫
の
兄
・
建
稲
種
。
建
稲
種
は
、
日
本
武
尊

の
北
伐
の
折
、
副
将
と
な
っ
て
付
き
従
っ
た
。 

明
治
期
以
降
、
神
宮
や
明
治
政
府
の
見
解
で
は
、
熱
田
大
神
は
草
薙
剣
を
依
り
代
と
し
た
天
照
大
神
と
さ
れ
る
。 

⑤
〔
日
高
見
神
社
〕
（
宮
城
県
石
巻
市
）、
祭
神
は
天
照
大
神
、
配
神
は
日
本
武
命
・
竹
内
宿
禰
命
。
日
本
武
尊
が

陸
奥
に
遠
征
し
た
折
、
そ
の
偉
業
を
崇
敬
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。 
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〔
鹽
竈
（
し
お
が
ま
）

神
社
〕
（
宮
城
県
塩
竈
市
）、
神
社
の
始
ま
り
は
、
武
甕
槌
命
・
経
津
主
神
が
東
北
を
平
定

し
た
折
、
二
人
を
先
導
し
た
塩
土
老
が
土
地
の
人
た
ち
に
製
塩
を
教
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
祭
神
は
、

塩
土
老
翁
神
、
武
甕
槌
命
・
経
津
主
神
。 

こ
の
物
語
で
は
、
武
甕
槌
命
・
経
津
主
神
の
東
北
平
定
か
ら
六
十
余
年
後
の
二
九
○
年
代
後
半
、
北
伐
に
向
か

っ
た
日
本
武
の
船
団
が
多
賀
浜
（
宮
城
県
）
沖
あ
い
に
到
り
、
松
島
湾
か
ら
塩
竃
湊
に
入
っ
た
と
見
て
い
る
。 

⑥
〔
居
醒
（
い
ざ
め
）

の
清
水
〕
（
滋
賀
県
米
原
市
醒
ヶ
井
）、
日
本
武
尊
が
飲
ん
だ
清
水
と
さ
れ
る
。 

〔
鞍
懸
（
く
ら
が
け
）

石
〕
（
米
原
市
醒
ヶ
井
）、
日
本
武
尊
が
鞍
を
お
い
た
石
と
い
う
。 

〔
腰
掛
石
〕
（
米
原
市
醒
ヶ
井
）、
日
本
武
尊
が
腰
を
か
け
た
石
と
い
う
。 

⑦
〔
加
佐
登
（
か
さ
と
）

神
社
〕
（
三
重
県
鈴
鹿
市
加
佐
登
町
）、
日
本
武
尊
が
死
の
間
際
ま
で
所
持
し
た
笠
と
杖
を

祀
る
。 

〔
尾
津
前
（
お
づ
さ
き

）
御
遺
跡
〕
（
三
重
県
桑
名
市
多
度
町
）、
日
本
武
尊
が
出
征
の
途
上
で
、
刀
を
置
き
忘

れ
た
尾
津
前
（
尾
津
浜
）
の
地
と
さ
れ
る
。
北
伐
か
ら
の
帰
途
、
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
彼
は
そ
の
刀
を
見

つ
け
、 

「
尾
張
に 

直
に
向
へ
る 

一
つ
松 
あ
は
れ 

一
つ
松 

人
に
あ
り
せ
ば 

衣
著
せ
ま
し
を 

太
刀
佩
け
ま

し
を
」
と
詠
ん
だ
と
伝
わ
る
。 

〔
杖
衝
（
つ
え
つ
き

）
坂
〕
（
三
重
県
四
日
市
）、
日
本
武
尊
は
杖
を
つ
き
な
が
ら
こ
の
急
坂
を
上
っ
た
と
い
う
。 

〔
日
本
武
尊
能
褒
野
（
の
ぼ
の
）

御
墓
〕
（
三
重
県
亀
山
市
）、
全
長
九
○
㍍
、
後
円
部
の
径
五
四
㍍
、
高
さ
九
㍍

で
三
重
北
部
最
大
の
前
方
後
円
墳
。
北
征
の
帰
途
、
日
本
武
尊
が
伊
勢
国
能
褒
野
で
逝
っ
た
と
す
る
「
記
紀
」

の
記
述
に
基
づ
き
、「
日
本
武
尊
能
褒
野
御
墓
」
と
さ
れ
た
。
近
く
に
、
自
然
豊
か
な
「
の
ぼ
の
の
森
公
園
」
が

広
が
る
。 




